
「国家戦略特区」について、県民の皆様に制度の内容や本県の取組を紹介し、
特区制度をさらに推進するため、セミナーを開催します。

日時
2025年1月28日（火）

会場 愛知芸術文化センター

名古屋市東区東桜一丁目13番２号

国家戦略特区の進化と展望 ～地域から規制のリ・デザインを～

◎坂石 雅恵氏（東京都スタートアップ・国際金融都市戦略室戦略推進部戦略事業推進課 課長代理）

菅原 晶子氏

◎萩原 新氏（岡崎市こども部保育課保育施策係 係長）

◎クマール ラトネッシュ氏（アイティップス株式会社 代表取締役）

12階アートスペースA

14:00～16:30(開場13:30)

地下鉄栄駅、名鉄栄町駅から徒歩５分

定員100名 参加無料・要申込・先着順

申込方法 申込締切 2025年1月20日(月)

①団体名＊ ②所属＊ ③氏名 ④電話番号 ⑤Ｅメールアドレス ⑥セミナーを知ったきっかけ＊をご記入
のうえ、以下の申込フォーム、ＦＡＸ（裏面）又はＥメール（裏面）のいずれかにてお申込みください。
＊①団体名及び②所属は該当する場合のみ
＊セミナーを知ったきっかけ（チラシ、新聞、県Webサイト、県からの案内、その他のいずれか）

＜申込フォーム＞

https://forms.office.com/r/rerEydW0wT
参加申込
フォーム

「東京都における国家戦略特区制度の活用取組事例」

「外国人乳幼児の多い認可外保育施設における特区メニューの活用（岡崎市）」

「スタートアップからみた国家戦略特区の活用方法」

基調
講演

活用
事例

ご参加における留意事項

・参加決定通知は行いません。定員を超えた場合のみ、参加いただけない方にご連絡いたします。
・申込いただいた個人情報は厳重に管理し、セミナー以外の目的では使用いたしません。

内閣府 国家戦略特別区域諮問会議 議員
公益社団法人経済同友会 常務理事

https://forms.office.com/r/rerEydW0wT


セミナーを知っ
たきっかけ＊Ｅメールアドレス電話番号氏 名所 属団体名

１

２

３

愛知県 政策企画局 企画調整部 企画課 特区・分権グループ
TEL:052-954-6089（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）FAX:052-971-4723 Eメール：kikaku@pref.aichi.lg.jp

申込み・問合せ先

FAX申込書 送付先052-971-4723

「愛知県国家戦略特区セミナー」参加申込 愛知県 政策企画局 企画調整部 企画課 行

会場
ウェブサイト

参加申込
フォーム

＊次から選択してください ①チラシ ②新聞 ③県Webサイト ④県からの案内 ⑤その他

菅原 晶子氏

すがはら あきこ

経済同友会入局後、政策調査部長、企画部長を経て2014年執行役、2019年4月より現職。
この間、2008年内閣官房 国家公務員制度改革推進本部事務局企画官として幹部職員等人事一元
管理、内閣人事局、官民人材交流等に従事。2013年内閣官房 日本経済再生総合事務局内閣参事
官として雇用制度改革・人材活性化、健康寿命の延伸、外国人活用・女性活躍等を担当。2014年
から2017年に第２次安倍改造内閣・第３次安倍内閣にて民間人初の厚生労働大臣補佐官（政治任
用職）に就任し、社会保障・雇用政策全般に従事。
経済同友会では規制改革、経済財政、社会保障、雇用・人材、中堅中小企業、エネルギー、DX等
の政策を統括。
2019年より内閣府 規制改革推進会議委員、デジタルWG・デジタル基盤WG・共通課題対策WG座長
を経て、現在は専門委員。
デジタル庁マイナンバー制度及び国と地方のデジタル基盤抜本改善WG 特別構成員、経済産業省
産業構造審議会臨時委員、日本民間公益活動連携機構評議員など政策実現・実行に向けた活動に
取り組んでいる。

基調講演講師・事例報告者プロフィール

基調講演『国家戦略特区の進化と展望～地域から規制のリ・デザインを～』

公益社団法人経済同友会 常務理事

内閣府 国家戦略特別区域諮問会議 議員
兼 ワーキンググループ 委員

外国人乳幼児の多い認可外保育施設における
特区メニューの活用（岡崎市）

保育従事者に占める有資格者の割合に関する基準の緩和により、外国人
乳幼児と同じ言語を話せる保育従事者の充実を促すことで、保育の質向
上と、外国人市民が暮らしやすく、働きやすいまちづくりの推進を図る。

萩原 新氏
はぎわら あらた

（岡崎市こども部保育課 保育施策係係長）

2024年４月より現職。保育施設の指導監督のほか、公立保育所等の民営
化や認定こども園の認可事務など、地域ニーズを捉えた持続的な保育の
環境整備等の取り組みに携わる。

東京都における国家戦略特区制度の活用取組事例
世界から資金・人材・企業等を集める国際的ビジネス拠点を形成すると
もに、起業・イノベーションを通じ、国際競争力のある新事業の創出を
促進するための各種取組を紹介。

坂石 雅恵氏
さかいし まさえ

（東京都スタートアップ・国際金融都市戦略室
戦略推進部戦略事業推進課 課長代理）

2024年4月より特区・規制改革担当として、国家戦略特区・アジアヘッド
クォーター特区・構造改革特区等を担当。スタートアップのニーズに寄り添っ
た規制緩和、海外の高度人材を呼び込む規制緩和の実現に取り組んでいる。

スタートアップからみた国家戦略特区の活用方法
2022年創業のスタートアップとして、日本の人材不足解消に向けて取り
組む「インド建設人材還流プラットフォーム形成事業」の概要説明およ
び国家戦略特区の活用メニュー等の取り組みを紹介。

クマール ラトネッシュ氏
（アイティップス株式会社

代表取締役）

名古屋生まれ名古屋育ち。愛知県立千種高等学校卒、慶應SFC卒。
10代から途上国開発に関心を持ち、在学中にオンライン寄付システムの
特許を取得しソーシャルビジネスの事業化を経験。
アイティップスでは、日本とインドの職人不足解消の為、 現地インドで技
能訓練校を立ち上げ、職人を育成すると共に、日印を繋ぐ人材還流プ
ラットフォーム「oyakata」を開発中。

mailto:kikaku@pref.aichi.lg.jp

